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調査概要

■ 調査方法 Ｗｅｂアンケート

■ 調査期間 ２００９年１２月２１日（月）～１２月２４日（木）

■ 調査対象 首都圏在住の２０歳～５９歳の男女で運転免許保有者

■ 有効回答 合計４００名（均等割付）

100名50名50名40代

200名

50名

50名

50名

女性

200名

50名

50名

50名

男性

100名30代

400名合計

50代

20代

年代

100名

100名

合計

参考：性年代別 自家用車所有率

全体 (N=400)

男性・２０代 (n=50)

男性・３０代 (n=50)

男性・４０代 (n=50)

男性・５０代 (n=50)

女性・２０代 (n=50)

女性・３０代 (n=50)

女性・４０代 (n=50)

女性・５０代 (n=50)

28.3

36.0

48.0

42.0

40.0

16.0

18.0

16.0

10.0

53.3

46.0

28.0

40.0

42.0

64.0

66.0

64.0

76.0

18.5

18.0

24.0

18.0

18.0

20.0

16.0

20.0

14.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
所有（自分専用） 所有（家族共用） 非所有

全体 (N=400)

男性・２０代 (n=50)

男性・３０代 (n=50)

男性・４０代 (n=50)

男性・５０代 (n=50)

女性・２０代 (n=50)

女性・３０代 (n=50)

女性・４０代 (n=50)

女性・５０代 (n=50)

20.0

22.0

26.0

18.0

24.0

8.0

20.0

18.0

24.0

7.3

8.0

6.0

8.0

12.0

6.0

6.0

8.0

4.0

21.5

14.0

18.0

26.0

26.0

18.0

18.0

30.0

22.0

13.3

12.0

18.0

24.0

14.0

12.0

12.0

12.0

2.0

5.8

6.0

2.0

4.0

8.0

12.0

2.0

10.0

8.8

16.0

6.0

4.0

14.0

10.0

6.0

12.0

5.0

4.0

14.0

6.0

4.0

12.0

18.5

18.0

24.0

18.0

18.0

20.0

16.0

20.0

14.0

2.0

2.0
0.0

0.0

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ほぼ毎日 週４～５日 週２～３日 週１日

月２～３日 月１日以下 運転しない 自家用車非所有

参考：性年代別 自家用車運転頻度
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１．カーシェアリングの認知と興味

カーシェアリングは男性で年齢が高いほど認知度が高い。興味があるのは全体の約3割。

■カーシェアリングの認知度は、「名前を聞いたことがある程度」を含めると、全体の90.0%である。女性よりは男性、年齢が低いより
高い方が認知度が高い。カーシェアリングのサービスを利用したことがあるのは、全体の1.3%である。
■カーシェアリングの興味度は、全体で「とても興味がある（6.1%）」「やや興味がある（24.3%）」となっている。自家用車の運転頻度別
にみると、「週1日程度」運転している人の興味度が一番高い。（「とても興味がある」＋「やや興味がある」が49.0%）
■カーシェアリングに興味がある層（ 「とても興味がある」＋「やや興味がある」 と回答した層）は、「自動車所有のコストが掛からない
（92.5%）」「短時間でも気軽に利用できる（71.7%）」「自家用車台数を減らせる（45.8%）」といった点に興味を持っている。

カーシェアリングの認知度・利用経験（性年代別）

全体 (N=400)

男性・２０代 (n=50)

男性・３０代 (n=50)

男性・４０代 (n=50)

男性・５０代 (n=50)

女性・２０代 (n=50)

女性・３０代 (n=50)

女性・４０代 (n=50)

女性・５０代 (n=50)

1.3

2.0

2.0

0.0

0.0

0.0

2.0

0.0

67.3

64.0

66.0

78.0

86.0

46.0

62.0

60.0

76.0

21.5

22.0

22.0

12.0

8.0

34.0

24.0

28.0

22.0

10.0

10.0

10.0

8.0

6.0

20.0

14.0

10.0

2.0

4.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

利用経験あり 知っている 名前を聞いたことがある程度 まったく知らない

カーシェアリングの興味度（自家用車運転頻度別） ※カーシェアリング利用経験者は除外

％ n = 120

自動車所有
のコストが掛
からない

短時間でも
気軽に利用
ができる

会員制であ
る

利用手続き
が簡素

自家用車台
数を減らせる

エコである

92.5

71.7

26.7 34.2
45.8

27.5

0

25

50

75

100

どの点でカーシェアリングに興味があるか
※カーシェアリングの興味度で

「とても興味がある」「やや興味がある」と回答した対象者に限定

全体 (n=395)

ほぼ毎日 (n=78)

週４～５日 (n=29)

週２～３日 (n=85)

週１日程度 (n=53)

月２～３日 (n=23)

月１日以下 (n=35)

運転しない (n=20)

自家用車非所有 (n=72)

6.1

3.8

10.3

5.9

7.5

0.0

8.6

0.0

8.3

24.3

19.2

20.7

27.1

41.5

21.7

17.1

20.0

20.8

17.7

24.4

17.2

11.8

9.4

17.4

31.4

10.0

19.4

26.6

21.8

27.6

34.1

24.5

30.4

20.0

35.0

23.6

25.3

30.8

24.1

21.2

17.0

30.4

22.9

35.0

27.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

とても興味ある やや興味がある どちらともいえない あまり興味がない まったく興味がない
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２．カーシェアリングの利用意向

カーシェアリングの利用意向：全体の34.9% 利用意向がある自家用車所有者の78.8%が、自家用車を手放す・減らす可能性がある

■近隣にカーシェアリングのサービス拠点がある等、カーシェアリングが利用できる環境にあった場合の利用意向は、全体で「利用す
ると思う（5.3%）」「利用する可能性はある（29.6%）」となっている。自家用車の運転頻度別にみると、興味度と同じく「週1日程度」運転
している人の利用意向が高い。 （ 「利用すると思う」＋「利用する可能性はある」が50.9%）

■自家用車の運転頻度が「月２～３日」以下だと、利用意向は大幅に下がる傾向が見られる。
■全体のうち「利用すると思う」と回答した割合は「自家用車非所有者」で最も高い。
■カーシェアリングの利用意向があり（ 「利用すると思う」＋「利用する可能性がある」 と回答した層）、かつ、自家用車を所有している
層は、「カーシェアリングを利用することで、自家用車を手放したり、台数を減らすか」という設問に対して、20.4%が「手放す・台数を減
らすと思う」、58.4%が「手放す・台数を減らす可能性がある」と回答している。

・減らさなかった・特になし・安い値段で利用できる・出張先などで利用33歳男性

・減らした・希望の車がない・経費・車を手放していたため44歳男性

・もともｔ非所有

・急に必要になったときに借
りられない

・置いてある場所まで移動が
必要

・車にかかわる維持費や税
金等のコストがない

・通院

・大きな荷物の購入

・レジャー

49歳女性

・特になし

・利用方法が若干わかりにく
い

カーシェアリングの

悪い点

・減らさなかった・経済的・日帰旅行23歳男性

・もともと非所有・短時間、限定的利用で安い
・サイズの大きな買い物をす
るとき

20歳男性

カーシェアリングの利用で自
家用車の台数を

減らしたか

カーシェアリングの

良い点
利用用途

カーシェアリングの利用意向（自家用車運転頻度別）

カーシェアリングを利用することで、自家用車を手放したり、台数を減らすか
※利用意向が「利用すると思う」

「利用する可能性はある」と回答し、かつ、
自家用車を所有している対象者に限定

※カーシェアリング利用経験者は除外

全体 (n=395)

ほぼ毎日 (n=78)

週４～５日 (n=29)

週２～３日 (n=85)

週１日程度 (n=53)

月２～３日 (n=23)

月１日以下 (n=35)

運転しない (n=20)

自家用車非所有 (n=72)

5.3

5.1

6.9

2.4

7.5

0.0

0.0

0.0

12.5

29.6

25.6

34.5

35.3

43.4

26.1

22.9

20.0

22.2

31.6

35.9

31.0

31.8

28.3

39.1

40.0

20.0

26.4

33.4

33.3

27.6

30.6

20.8

34.8

37.1

60.0

38.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

利用すると思う 利用する可能性はある 利用する可能性はあまりない 利用しないと思う

利用意向あり層 (n=113) 20.4 58.4 14.2 7.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

手放す・台数を減らすと思う 手放す・台数を減らす可能性はある

手放す・台数を減らす可能性はあまりない 手放さない・台数を減らさないと思う

【参考】カーシェアリング利用者の利用実態（自由回答より） (n=5)
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３．過去一年間のレンタカー利用経験とカーシェアリング利用意向

レンタカーを利用する頻度の高い層ほど、カーシェアリングの利用意向も高い。

■過去一年間のレンタカー利用経験は、全体で「４回以上（4.8%）」「２～３回（12.3%）」「１回（14.3%）」となっている。女性よりは男性、年
齢が高いより低い方が利用している傾向がみられる。
■過去一年間のレンタカー利用経験別にカーシェアリングの利用意向（p2参照）をみると、レンタカーを利用している人ほど、カーシェ
アリングの利用意向が高い。
■今後の自動車の利用意向では、若い男性は「自分専用の自家用車」と「レンタカー」が高く、女性で年齢が高いほど「家族共用の自
家用車」が高い。「カーシェアリング」は「レンタカー」と同程度であるが、性年代別の傾向はあまり見られない。

過去一年間のレンタカー利用経験（性年代別）

全体 (N=400)

男性・２０代 (n=50)

男性・３０代 (n=50)

男性・４０代 (n=50)

男性・５０代 (n=50)

女性・２０代 (n=50)

女性・３０代 (n=50)

女性・４０代 (n=50)

女性・５０代 (n=50)

4.8

6.0

4.0

10.0

8.0

4.0

4.0

2.0

0.0

12.3

18.0

16.0

10.0

12.0

16.0

12.0

4.0

10.0

14.3

20.0

12.0

20.0

12.0

10.0

16.0

10.0

14.0

68.8

56.0

68.0

60.0

68.0

70.0

68.0

84.0

76.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

４回以上 ２～３回 １回 なし

全体 (n=395)

４回以上 (n=16)

２～３回 (n=48)

１回 (n=57)

なし (n=274)

5.3

18.8

8.3

8.8

3.3

29.6

56.3

39.6

38.6

24.5

31.6

18.8

35.4

33.3

31.4

33.4

6.3

16.7

19.3

40.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

利用すると思う 利用する可能性はある 利用する可能性はあまりない 利用しないと思う

％

自分専用の車を
所有する

家族共用の車を
利用する

カーシェアリングを
利用する

レンタカーを
利用する

自動車を
運転することはない

30.0
36.0

8.0
12.0

28.0

38.0

0.0

26.0

58.0

24.0

60.0

28.0

14.016.0
10.0

74.0

18.0

40.0

54.0

28.0

22.0

38.0

52.0

12.0

26.0

48.048.0

28.0

18.0

56.0

16.0
24.0

20.022.0
18.0

62.0

26.0

14.016.012.0

0

25

50

75

100

男性・２０代 男性・３０代 男性・４０代 男性・５０代

女性・２０代 女性・３０代 女性・４０代 女性・５０代

カーシェアリングの利用意向（過去一年間のレンタカー利用経験別）

今後の自動車の利用意向（性年代別）

※各性年代 n=50
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４．自動車への意識、自動車以外にシェアするサービスがあったらいいもの

カーシェアリング利用意向のある層は、自動車に対する愛着がある。 「自転車」シェアサービスのニーズが高い。

■カーシェアリングの利用意向別（p.2参照）に自動車に対する意識をみると、「自動車を運転することが好きか」「自動車はステータス
であると思う」「自動車の中の空間は自分だけのものにしたい」の設問で、いずれもカーシェアリングの利用意向がある層が、利用意向
がない層よりも肯定的な意識の割合が高い。自動車に対する愛着がある人の割合が、カーシェアリング利用意向層で高いといえる。
■「自動車以外でシェアするサービスがあったらよいもの」の自由想起では、「自転車（58件）」が圧倒的に多い。続いて「バイク・スクー
ター（25件）」「別荘・住宅（10件）」となっている。

全体 (n=395)

利用意向あり層 (n=138)

利用意向なし層 (n=257)

23.5

32.6

18.7

32.9

39.9

29.2

24.1

18.8

26.8

10.1

11.7

9.4

13.6

7.2 1.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

とても好きである やや好きである どちらともいえない あまり好きではない 好きではない

全体 (n=395)

利用意向あり層 (n=138)

利用意向なし層 (n=257)

7.8

10.9

6.2

35.4

41.3

32.3

42.0

36.2

45.1

14.7

11.6

16.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

あてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない あてはまらない

自動車を運転することが好きか（カーシェアリング利用意向別）

自動車への意識（カーシェアリング利用意向別）

自動車はステータスであると思う

全体 (n=395)

利用意向あり層 (n=138)

利用意向なし層 (n=257)

9.1

13.8

6.6

37.0

42.0

34.2

42.8

34.8

47.1

11.1

9.4

12.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

自動車の中の空間は自分だけのものにしたい

自動車以外でシェアするサービスがあったらよいもの（純粋想起）

25バイク・スクーター

10別荘・住宅

8ベビー用品

8アウトドア用品

8かばん・スーツケース

58自転車

件数シェアするもの

5パソコン

7ドレス・スーツ

6ブランド品

5駐車場

5本

5礼服・喪服

7部屋・ルーム

件数シェアするもの（続き）

※カーシェアリング利用経験者は除外

※カーシェアリング利用経験者は除外

N=400 5件以上の挙がったもの
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データの総括

結果から推測される仮説

結果① カーシェアリングの認知度は90.0% 利用経験者は1.3%

結果② カーシェアリングの利用意向が高いのは「週1日程度」自家用車を運転する人と「自家用車非所有者」

結果③ レンタカーの利用頻度が高いほど、カーシェアリングの利用意向は高い

■自家用車の共同利用の形態であるカーシェアリングは、認知度自体は9割に達しているものの利用意向
のある人は全体の3割程度にとどまっている。調査結果から、カーシェアリングの顧客は、週1回程度しか

自家用車を運転しないライトユーザーか、そもそも自家用車を所有していない層のいずれかが候補となる。
ライトユーザーの場合、サービス拠点が十分整備されれば、所有よりもシェアの方がコストパフォーマンス
の良い点が評価され、利用者は増加していくと考えられる。一方、自家用車非所有者の場合は、レンタカー
ユーザーを除いては自動車との接点が少なく、カーライフを楽しむなどの自動車利用がないことを考えると、
カーシェアリング利用の可能性は高いとは考えにくい。

■サービスの普及は、生活に余裕があり消費感度の高いユーザーから始まるというマーケティングの一般
則から考えれば、現在想定されている軽自動車やセダン型の日常用途の大衆車のカーシェアリングよりも、
スポーツカーや電気自動車などの付加価値の高い車種のカーシェアリングから広まっていく可能性がある。
例えば、自家用車の複数所有者がセカンドカーとしてカーシェアリングを利用することもあろう。また、サイク
ルシェアリングなど、首都圏の交通事情に合わせたサービスと組み合わせて、使い勝手を上げていくといっ
た工夫も普及の手助けになるだろう。

「名前を聞いたことがある程度」まで含め
たカーシェアリングの認知度は90.0%であ
る。一方で、利用経験があるのは1.3%と

なっている。

過去一年間にレンタカーを利用した経験がある層は、
利用したことがない層に比べ、カーシェアリングの利用
意向が高い。

また、運転自体が好きな人がカーシェアリングの利
用意向がある層に多いことから、自動車に対する愛着
も利用意向に関係している。

カーシェアリングの利用意向が高いのは、「週1日程度」自
家用車を運転する人と、「自家用車非所有者」である。 前者

は自家用車の所有の非効率性、後者は所有コストの高さか
ら、カーシェアリングの利用意向があるものと考えられる。

また、利用意向があり、かつ、自家用車を所有している層
の8割近くが「カーシェアリングの利用によって、自家用車を

手放すか台数を減らす可能性がある」と答えている。

結果④ 「自転車」シェアサービスのニーズが高い

「自動車以外でシェアするサービスがあったらいいもの」で
は、「自転車」が圧倒的に多い。首都圏では、サイクルシェア
リングのニーズもあるのではないか。

また「自転車」の中には「電動アシスト自転車」を挙げた回
答者が多く、単純な自転車ではなく、より高付加価値な自転
車が求められていると考えられる。

全体
（N=400）

1.3 67.3 21.5 10.0

0% 25% 50% 75% 100%

利用経験あり 知っている 名前を聞いたことがある程度 まったく知らない

全体 (n=395)

週１日程度 (n=53)

自家用車非所有 (n=72)

5.3

7.5

12.5

29.6

43.4

22.2

0% 25% 50%

カーシェアリングの認知度・利用経験

カーシェアリングの利用意向（自家用車運転頻度別・抜粋）

■利用しようと思う ■利用する可能性はある

利用経験あり (n=121)

利用経験なし (n=274)

9.9

3.3

41.3

24.5

0% 25% 50% 75%

利用すると思う 利用する可能性はある

カーシェアリングの利用意向（過去一年間のレンタカー利用経験・抜粋）

自動車以外でシェアするサービスがあったらいいもの（自由想起）

25バイク・スクーター

10別荘・住宅

58自転車

件数シェアするもの
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